
【　北 河 原 用 水 路　】

用 水 位 置 図

北河原用水は備前渠用水開削(1604)と共に造られたもので、現在の行田市北河原地先に
あった福川に堰を設け、中条堤にある北河原樋門より取水し、この福川は備前渠用水掛りの
最末端地域であった。福川改修により新たな河道が開削されたため、新福川に上須戸堰を新
たに設け取水をする事になり、現在の様な水路形態が確立した。しかし水路や堰の老朽化が
著しく、漏水による用水不足を来していたため、県営用排水幹線改良事業北河原地区(S11～
16)により改修され、その後排水問題を解消するため、県営かんがい排水事業奈良川地区の
実施(S51～H12)により一部水路改修が行われ現在に至る。

管　理　者 受益地域見沼代用水土地改良区 行田市・羽生市・旧南河原村

用 水 の 変 遷

北 河 原 用 水 路

－P.139－



熊谷市（旧妻沼町）上須戸地先 熊谷市（旧妻沼町）上須戸地先

熊谷市（旧妻沼町）上須戸地先 行田市北河原地先

行田市北河原地先 行田市北河原地先

北河原元圦樋管(中条堤) さすなべ排水路合流部

用 水 施 設 写 真 ( そ の １ )

北河原用水路(奈良川排水路共用区間) 北河原用水堰下流

上須戸堰・八幡樋管 八幡樋管(吐口)・用水路

さすなべ排水路

北河原用水路
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行田市北河原地先 行田市北河原地先

行田市酒巻地先 行田市下中条地先

行田市須加地先 行田市須加地先

逃　樋 分水後の北河原用水路

用 水 施 設 写 真 ( そ の ２ )

塚越堰上流部(さすなべ排水路分流地点) 下中条堰

北河原用水元圦樋管吐口側 北河原用水路(さすなべ排水路共用区間)

さすなべ排水路

北河原用水路

北河原用水路
見沼代用水へ
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